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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに異なるタイミングで開閉動作を行う２つのシャッター機構のそれぞれに対応する
左眼用および右眼用の映像を時分割で切り替えて表示する表示部と、
　各映像の表示期間において、その映像に対応するシャッター機構を開状態とすると共に
、その開期間の開始時期を変更可能に制御するシャッター制御部と、
　前記左眼用および右眼用の各映像間の視差量のプロファイルを検出する映像処理部とを
備え、
　前記表示部は、表示画面を線順次で走査しつつ映像信号を書き込むことにより表示を行
い、
　前記シャッター制御部は、
　画面上の一の位置を基準として設定された開始時期に対し、前記視差量の最大となる位
置が、前記一の位置よりも走査開始位置に近い場合には前記開始時期をより早く変化させ
、前記一の位置よりも走査終了位置に近い場合には前記開始時期をより遅く変化させる
　映像表示装置。
【請求項２】
　前記シャッター制御部は、装置内温度の変化に応じて、前記開期間の長さを変化させる
　請求項１に記載の映像表示装置。
【請求項３】
　前記シャッター制御部は、装置内温度が低温である場合には前記開期間の長さをより短
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く変化させ、装置内温度が高温である場合には前記開期間の長さをより長く変化させる
　請求項２に記載の映像表示装置。
【請求項４】
　前記開期間の開始時期および長さのうちの少なくとも一方は、外部からの入力信号によ
り変更可能となっている
　請求項１に記載の映像表示装置。
【請求項５】
　前記表示部は、前記開期間の開始時期または長さの変更時に、調整用映像を表示する
　請求項４に記載の映像表示装置。
【請求項６】
　互いに異なるタイミングで開閉動作を行う２つのシャッター機構のそれぞれに対応する
左眼用および右眼用の映像を時分割で切り替えて表示する表示部と、
　各映像の表示期間において、その映像に対応するシャッター機構を開状態とすると共に
、その開期間の開始時期を変更可能に制御するシャッター制御部と、
　前記左眼用および右眼用の各映像間のコントラストのプロファイルを検出する映像処理
部とを備え、
　前記表示部は、表示画面を線順次で走査しつつ映像信号を書き込むことにより表示を行
い、
　前記シャッター制御部は、
　画面上の一の位置を基準として設定された開始時期に対し、前記コントラストの最大と
なる位置が、前記一の位置よりも走査開始位置に近い場合には前記開始時期をより早く変
化させ、前記一の位置よりも走査終了位置に近い場合には前記開始時期をより遅く変化さ
せる
　映像表示装置。
【請求項７】
　前記シャッター制御部は、装置内温度の変化に応じて、前記開期間の長さを変化させる
　請求項６に記載の映像表示装置。
【請求項８】
　前記シャッター制御部は、装置内温度が低温である場合には前記開期間の長さをより短
く変化させ、装置内温度が高温である場合には前記開期間の長さをより長く変化させる
　請求項７に記載の映像表示装置。
【請求項９】
　前記開期間の開始時期および長さのうちの少なくとも一方は、外部からの入力信号によ
り変更可能となっている
　請求項６に記載の映像表示装置。
【請求項１０】
　前記表示部は、前記開期間の開始時期または長さの変更時に、調整用映像を表示する
　請求項９に記載の映像表示装置。
【請求項１１】
　互いに異なるタイミングで開閉動作を行う２つのシャッター機構と、
　前記２つのシャッター機構のそれぞれに対応する左眼用および右眼用の映像を時分割で
切り替えて表示する表示部と、
　各映像の表示期間において、その映像に対応するシャッター機構を開状態とすると共に
、その開期間の開始時期を変更可能に制御するシャッター制御部と、
　前記左眼用および右眼用の各映像間の視差量のプロファイルを検出する映像処理部とを
備え、
　前記表示部は、表示画面を線順次で走査しつつ映像信号を書き込むことにより表示を行
い、
　前記シャッター制御部は、
　画面上の一の位置を基準として設定された開始時期に対し、前記視差量の最大となる位
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置が、前記一の位置よりも走査開始位置に近い場合には前記開始時期をより早く変化させ
、前記一の位置よりも走査終了位置に近い場合には前記開始時期をより遅く変化させる
　映像表示システム。
【請求項１２】
　互いに異なるタイミングで開閉動作を行う２つのシャッター機構と、
　前記２つのシャッター機構のそれぞれに対応する左眼用および右眼用の映像を時分割で
切り替えて表示する表示部と、
　各映像の表示期間において、その映像に対応するシャッター機構を開状態とすると共に
、その開期間の開始時期を変更可能に制御するシャッター制御部と、
　前記左眼用および右眼用の各映像間のコントラストのプロファイルを検出する映像処理
部とを備え、
　前記表示部は、表示画面を線順次で走査しつつ映像信号を書き込むことにより表示を行
い、
　前記シャッター制御部は、
　画面上の一の位置を基準として設定された開始時期に対し、前記コントラストの最大と
なる位置が、前記一の位置よりも走査開始位置に近い場合には前記開始時期をより早く変
化させ、前記一の位置よりも走査終了位置に近い場合には前記開始時期をより遅く変化さ
せる
　映像表示システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、シャッター眼鏡を用いた映像表示システムおよびこのようなシステムに好適
に用いられる映像表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、薄型テレビ、携帯端末装置のディスプレイとして、画素毎にＴＦＴ（Thin Film 
Transistor；薄膜トランジスタ）を設けたアクティブマトリクス型の液晶表示装置（ＬＣ
Ｄ；Liquid Crystal Display）が多く用いられている。このような液晶表示装置では、一
般に、映像信号が画面上部から下部に向かって線順次に書き込まれることにより各画素が
駆動される。
【０００３】
　ところで、液晶表示装置では、その用途に応じて、１フレーム期間を多分割し、分割し
た時間毎に異なる映像を表示させる駆動（以下、時分割駆動という）が行われている。こ
のような時分割駆動方式を用いた液晶表示装置としては、例えばフィールドシーケンシャ
ル方式を用いた液晶表示装置や、シャッター眼鏡を用いた立体映像表示システム（例えば
、特許文献１参照）等が挙げられる。
【０００４】
　シャッター眼鏡を用いた立体映像表示システムでは、１フレーム期間を２分割し、左眼
用および右眼用の映像として互いに視差を有する２枚の映像を交互に切り替えて表示させ
る。また、この表示切り替えに同期して開閉動作がなされるシャッター眼鏡が用いられる
。シャッター眼鏡は、左眼用映像の表示期間は左眼側が開（右眼側を閉）、右眼用映像の
表示期間は右眼側が開（左眼側を閉）となるように制御される。観察者がこのようなシャ
ッター眼鏡をかけて表示映像を観察することにより立体視を実現する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０００－４４５１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００６】
　ところが、上記のような立体映像表示システムでは、液晶表示装置における応答速度不
足や、シャッター眼鏡におけるコントラスト不足等、表示装置やシャッターの特性上の理
由から、連続する映像同士の間で干渉（以下、クロストークという）が生じる。例えば、
左眼用映像の一部が右眼に、右眼用映像の一部が左眼にそれぞれ漏れ込む現象が生じてし
まう。
【０００７】
　そこで、上記特許文献１では、シャッター眼鏡において、左眼側と右眼側との双方を同
時に遮光状態とする遮光期間を設けている。これにより輝度は低下するものの、クロスト
ークの発生を抑制することができる。
【０００８】
　しかしながら、このような場合、シャッター眼鏡における開期間の開始時期（以下、単
にタイミングという）やその長さ（Duty）は、例えば画面中央部を基準にして予め固定値
として設定されており、製品として出荷した後は変更することができない。ここで、上述
のように画面の上部から下部に向かって線順次で書き込みを行う場合、画面の上部と下部
との間では、それぞれの目標輝度に達するまでに時間的なずれが生じる。このため、例え
ば、画面中央部を基準にして、シャッター開期間のタイミングやDutyが設定されていると
、画面の上部と下部において目標輝度からのずれが生じ、クロストークが発生し易くなる
。即ち、画面内の位置によって、クロストークを抑制するための最適なシャッター開期間
のタイミングやdutyが異なるのである。
【０００９】
　従って、上記特許文献１のようにシャッター開期間のタイミングやDutyが固定である場
合、様々な内容の映像に応じて最適なシャッター開期間のタイミングやdutyを設定するこ
とができない。また、クロストークを低減することよりも高輝度化を優先したい場合や、
逆に輝度は多少低下してもクロストークを少なくしたい場合等、使用時におけるユーザの
多様なニーズに応えることもできない。よって、映像内容や使用状況に応じてクロストー
クを抑制することが可能な映像表示装置の実現が望まれている。
【００１０】
　本発明はかかる問題点に鑑みてなされたもので、その目的は、映像内容や使用状況に応
じてクロストークを抑制することが可能な映像表示装置および映像表示システムを提供す
ることにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の第１の映像表示装置は、互いに異なるタイミングで開閉動作を行う２つのシャ
ッター機構のそれぞれに対応する左眼用および右眼用の映像を時分割で切り替えて表示す
る表示部と、各映像の表示期間において、その映像に対応するシャッター機構を開状態と
すると共に、その開期間の開始時期を変更可能に制御するシャッター制御部と、左眼用お
よび右眼用の各映像間の視差量のプロファイルを検出する映像処理部とを備えたものであ
る。表示部は、表示画面を線順次で走査しつつ映像信号を書き込むことにより表示を行い
、シャッター制御部は、画面上の一の位置を基準として設定された開始時期に対し、視差
量の最大となる位置が、一の位置よりも走査開始位置に近い場合には開始時期をより早く
変化させ、一の位置よりも走査終了位置に近い場合には開始時期をより遅く変化させるも
のである。
　本発明の第２の映像表示装置は、互いに異なるタイミングで開閉動作を行う２つのシャ
ッター機構のそれぞれに対応する左眼用および右眼用の映像を時分割で切り替えて表示す
る表示部と、各映像の表示期間において、その映像に対応するシャッター機構を開状態と
すると共に、その開期間の開始時期を変更可能に制御するシャッター制御部と、左眼用お
よび右眼用の各映像間のコントラストのプロファイルを検出する映像処理部とを備えたも
のである。表示部は、表示画面を線順次で走査しつつ映像信号を書き込むことにより表示
を行い、シャッター制御部は、画面上の一の位置を基準として設定された開始時期に対し
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、コントラストの最大となる位置が、一の位置よりも走査開始位置に近い場合には開始時
期をより早く変化させ、一の位置よりも走査終了位置に近い場合には開始時期をより遅く
変化させるものである。
【００１２】
　本発明の第１の映像表示システムは、互いに異なるタイミングで開閉動作を行う２つの
シャッター機構と、２つのシャッター機構のそれぞれに対応する左眼用および右眼用の映
像を時分割で切り替えて表示する表示部と、各映像の表示期間において、その映像に対応
するシャッター機構を開状態とすると共に、その開期間の開始時期を変更可能に制御する
シャッター制御部と、左眼用および右眼用の各映像間の視差量のプロファイルを検出する
映像処理部とを備えたものである。表示部は、表示画面を線順次で走査しつつ映像信号を
書き込むことにより表示を行い、シャッター制御部は、画面上の一の位置を基準として設
定された開始時期に対し、視差量の最大となる位置が、一の位置よりも走査開始位置に近
い場合には開始時期をより早く変化させ、一の位置よりも走査終了位置に近い場合には開
始時期をより遅く変化させるものである。
　本発明の第２の映像表示システムは、互いに異なるタイミングで開閉動作を行う２つの
シャッター機構と、２つのシャッター機構のそれぞれに対応する左眼用および右眼用の映
像を時分割で切り替えて表示する表示部と、各映像の表示期間において、その映像に対応
するシャッター機構を開状態とすると共に、その開期間の開始時期を変更可能に制御する
シャッター制御部と、左眼用および右眼用の各映像間のコントラストのプロファイルを検
出する映像処理部とを備えたものである。表示部は、表示画面を線順次で走査しつつ映像
信号を書き込むことにより表示を行い、シャッター制御部は、画面上の一の位置を基準と
して設定された開始時期に対し、コントラストの最大となる位置が、一の位置よりも走査
開始位置に近い場合には開始時期をより早く変化させ、一の位置よりも走査終了位置に近
い場合には開始時期をより遅く変化させるものである。
【００１３】
　本発明の第１および第２の映像表示装置ならびに第１および第２の映像表示システムで
は、時分割で切り替えて表示する各映像の表示期間において、その映像に対応するシャッ
ター機構を開状態とする。このとき、シャッター機構の開期間の開始時期および長さの少
なくとも一方を変更し、これらを最適化して連続する映像間のクロストークを抑制する。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明の第１および第２の映像表示装置ならびに第１および第２の映像表示システムに
よれば、表示部が複数の映像を時分割で切り替えて表示し、シャッター制御部が、各映像
の表示期間においてその映像に対応するシャッター機構を開状態とすると共に、その開期
間の開始時期および長さの少なくとも一方を変更可能に制御するようにしたので、映像内
容や使用状況に応じてクロストークを抑制することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係る映像表示システムの全体構成を表すブロック図
である。
【図２】図１に示した画素の詳細構成例を表す回路図である。
【図３】図１に示した表示システムにおける立体映像表示動作の概要を表す模式図である
。
【図４】比較例に係る眼鏡制御動作について説明するタイミング図である。
【図５】左眼用映像と右眼用映像とを重ね合わせた概念図および視差量のプロファイルを
表す図である
【図６】図１に示した映像表示システムにおける眼鏡制御動作について説明するためのタ
イミング図（タイミング変更前）である。
【図７】図１に示した映像表示システムにおける眼鏡制御動作について説明するためのタ
イミング図（タイミング変更後）である。
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【図８】本発明の第２の実施の形態に係る映像表示システムにおける眼鏡制御動作につい
て説明するためのタイミング図（Duty変更前）である。
【図９】本発明の第２の実施の形態に係る映像表示システムにおける眼鏡制御動作につい
て説明するためのタイミング図（Duty変更後）である。
【図１０】変形例２に係る調整用映像の一例である。
【図１１】変形例４に係るマルチビューシステムにおける映像表示動作の概要を表す模式
図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照して詳細に説明する。なお、説明は以
下の順序で行う。

　１．第１の実施の形態（視差量に基づいてシャッター開期間のタイミングを変更する例
）
　２．第２の実施の形態（コントラストに基づいてシャッター開期間のタイミングを変更
する例）
　３．変形例１（コントラストに基づいてシャッター開期間のDutyを変更する例）
　４．変形例２（外部からの入力信号に応じてシャッター開期間のタイミングやDutyを変
更する例）
　５．変形例３（パネル温度に応じてシャッター開期間のDutyを変更する例）
　６．変形例４（マルチビューシステムの例）
【００１７】
＜第１の実施の形態＞
［映像表示システムの全体構成］
　図１は、本発明の第１の実施の形態に係る映像表示システムのブロック構成を表すもの
である。この映像表示システムは、時分割駆動方式の立体映像表示システムであり、本発
明の第１の実施の形態に係る表示装置（液晶表示装置１）とシャッター眼鏡６とを備えて
いる。
【００１８】
　液晶表示装置１は、左右の視差を有する右眼用映像信号ＤＲおよび左眼用映像信号ＤＬ
を含む入力映像信号Ｄinに基づいて、映像表示を行うものである。この液晶表示装置１は
、液晶表示パネル２、バックライト３、映像信号処理部４１（映像処理部）、眼鏡制御部
４２（シャッター制御部）、タイミング制御部４３、バックライト駆動部５０、データド
ライバ５１およびゲートドライバ５２を有している。
【００１９】
　バックライト３は、液晶表示パネル２に対して光を照射する光源であり、例えばＬＥＤ
（Light Emitting Diode）やＣＣＦＬ（Cold Cathode Fluorescent Lamp）等を複数含む
ものである。
【００２０】
　液晶表示パネル２は、後述するゲートドライバ５２から供給される駆動信号に従って、
データドライバ５１から供給される映像電圧に基づいてバックライト３から発せられる光
を変調することにより、入力映像信号Ｄinに基づく映像表示を行うものである。具体的に
は、詳細は後述するが、１フレーム期間内において、右眼用映像信号ＤＲに基づく右眼用
映像と、左眼用映像信号ＤＬに基づく左眼用映像とを、時分割で交互に表示する。この液
晶表示パネル２は、全体としてマトリクス状に配列された複数の画素２０を含む。
【００２１】
　ここで、図２を参照して、各画素２０の詳細構成について説明する。図２は、各画素２
０内の画素回路の回路構成例を表したものである。画素２０は、液晶素子２２、ＴＦＴ（
Thin Film Transistor；薄膜トランジスタ）素子２１および補助容量素子２３を有してい
る。この画素２０には、駆動対象の画素を線順次で選択するためのゲート線Ｇと、駆動対
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象の画素に対して映像電圧（データドライバ５１から供給される映像電圧）を供給するた
めのデータ線Ｄと、補助容量線Ｃｓとが接続されている。
【００２２】
　液晶素子２２は、データ線ＤからＴＦＴ素子２１を介して一端に供給される映像電圧に
応じて、表示動作を行うものである。この液晶素子２２は、例えばＶＡ（Vertical Align
ment）モードやＴＮ（Twisted Nematic）モードの液晶よりなる液晶層（図示せず）を、
一対の電極（図示せず）で挟み込んだものである。液晶素子２２における一対の電極のう
ちの一方（一端）は、ＴＦＴ素子２１のドレインおよび補助容量素子２３の一端に接続さ
れ、他方（他端）は接地されている。補助容量素子２３は、液晶素子２２の蓄積電荷を安
定化させるための容量素子である。この補助容量素子２３の一端は、液晶素子２２の一端
およびＴＦＴ素子２１のドレインに接続され、他端は補助容量線Ｃｓに接続されている。
ＴＦＴ素子２１は、液晶素子２２および補助容量素子２３の一端に対し、映像信号Ｄ１に
基づく映像電圧を供給するためのスイッチング素子であり、ＭＯＳ－ＦＥＴ（Metal Oxid
e Semiconductor－Field Effect Transistor）により構成されている。このＴＦＴ素子２
１のゲートはゲート線Ｇ、ソースはデータ線Ｄにそれぞれ接続されると共に、ドレインは
液晶素子２２および補助容量素子２３の各一端に接続されている。
【００２３】
　映像信号処理部４１は、入力映像信号Ｄinに基づいて、右眼用映像信号ＤＲおよび左眼
用映像信号ＤＬの書き込み順序（表示順序）の制御を行うことにより、映像信号Ｄ１を生
成するものである。ここでは、１フレーム期間内において左眼用映像信号ＤＬと右眼用映
像信号ＤＲとが交互に配列してなる映像信号Ｄ１を生成する。尚、以下、１フレーム期間
のうち、左眼用映像の表示期間を「Ｌサブフレーム期間」、右眼用映像の表示期間を「Ｒ
サブフレーム期間」と称する。
【００２４】
　このような映像信号処理部４１では、詳細は後述するが、右眼用映像と左眼用映像との
間の視差量やコントラストを検出することが可能となっている。
【００２５】
　タイミング制御部４３は、バックライト駆動部５０、ゲートドライバ５２およびデータ
ドライバ５１の駆動タイミングを制御すると共に、映像信号処理部４１から供給される映
像信号Ｄ１をデータドライバ５１へ供給するものである。このタイミング制御部４３にお
いて、映像信号Ｄ１に対してオーバードライブ処理を行うようにしてもよい。
【００２６】
　ゲートドライバ５２は、タイミング制御部４３によるタイミング制御に従って、液晶表
示パネル２内の各画素２０をゲート線に沿って線順次駆動するものである。
【００２７】
　データドライバ５１は、液晶表示パネル２の各画素２０へそれぞれ、タイミング制御部
４３から供給される映像信号Ｄ１に基づく映像電圧を供給するものである。具体的には、
映像信号Ｄ１に対してＤ／Ａ（デジタル／アナログ）変換を施すことにより、アナログ信
号である映像信号（上記映像電圧）を生成し、各画素２０へ出力する。
【００２８】
　バックライト駆動部５０は、タイミング制御部４３によるタイミング制御に従って、バ
ックライト３の点灯動作（発光動作）を制御するものである。
【００２９】
（眼鏡制御部４２およびシャッター眼鏡６の構成）
　眼鏡制御部４２は、映像信号処理部４１による右眼用映像信号ＤＲおよび左眼用映像信
号ＤＬの出力タイミングに対応するタイミング制御信号（制御信号ＣＴＬ）をシャッター
眼鏡６に出力するものである。尚、この制御信号ＣＴＬは、ここでは例えば赤外線信号等
の無線信号であるものとして示しているが、有線信号であってもよい。
【００３０】
　シャッター眼鏡６は、液晶表示装置１の観察者（図１には図示せず）が用いることによ
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り立体視を可能とするものである。このシャッター眼鏡６は、左眼用レンズ６Ｌおよび右
眼用レンズ６Ｒを有しており、これらの左眼用レンズ６Ｌおよび右眼用レンズ６Ｒにはそ
れぞれ、例えば液晶シャッターなどの遮光シャッター（図示せず）が設けられている。こ
れらの遮光シャッターにおける遮光機能の有効状態（クローズ（閉）状態）および無効状
態（オープン（開）状態）は、眼鏡制御部４２から供給される制御信号ＣＴＬにより制御
される。
【００３１】
　具体的には、上記眼鏡制御部４２は、左眼用映像および右眼用映像の各表示期間に対応
して、左眼用レンズ６Ｌおよび右眼用レンズ６Ｒの開状態および閉状態が交互に切り替わ
るように、シャッター眼鏡６を制御する。言い換えると、Ｌサブフレーム期間には、左眼
用レンズ６Ｌを開状態、右眼用レンズ６Ｒを閉状態とする制御を行う一方、Ｒサブフレー
ム期間には、右眼用レンズ６Ｒを開状態、左眼用レンズ６Ｌを閉状態とする制御を行う。
これにより、１フレーム期間を２分割して右眼用映像と左眼用映像とを交互に切り替えて
表示する時分割駆動方式において、右眼用映像を右眼、左眼用映像を左眼でそれぞれ観察
することが可能となる。尚、シャッター眼鏡６における左眼用レンズ６Ｌおよび右眼用レ
ンズ６Ｒはそれぞれ、本発明における「シャッター機構」の一具体例である。
【００３２】
　本実施の形態では、このような眼鏡制御部４２が、シャッター眼鏡６における開期間の
タイミング（開始時期）を変更可能に制御する。具体的には、詳細は後述するが、眼鏡制
御部４２は、シャッター眼鏡６における左眼用レンズ６Ｌおよび右眼用レンズ６Ｒの各開
期間のタイミングを、例えば連続する右眼用映像と左眼用映像との間の視差量に基づいて
、例えばフレーム毎に設定（変更）する。
【００３３】
［映像表示システムの作用・効果］
（１．液晶表示装置１の映像表示動作）
本実施の形態の映像表示システムでは、図１に示したように液晶表示装置１において、映
像信号処理部４１が、入力映像信号Ｄinに基づき、右眼用映像信号ＤＲおよび左眼用映像
信号ＤＬの書き込み順序の制御を行い、映像信号Ｄ１を生成する。この映像信号Ｄ１は、
タイミング制御部４３を介してデータドライバ５１へ供給される。データドライバ５１は
、映像信号Ｄ１に対してＤ／Ａ変換を施し、アナログ信号である映像電圧を生成する。そ
して、ゲートドライバ５２およびデータドライバ５１から出力される各画素２０への駆動
電圧によって表示駆動動作がなされる。
【００３４】
　具体的には、図２に示したように、ゲートドライバ５２からゲート線Ｇを介して供給さ
れる選択信号に応じて、ＴＦＴ素子２１のオン・オフ動作が切り替えられる。これにより
、データ線Ｄと液晶素子２２および補助容量素子２３との間が選択的に導通される。その
結果、データドライバ５１から供給される映像信号Ｄ１に基づく映像電圧が液晶素子２２
へと供給され、線順次の表示駆動動作がなされる。尚、本明細書では、この線順次駆動に
おける走査方向（映像書き込み方向）は、画面垂直方向（縦方向）となっている。
【００３５】
　このようにして映像電圧が供給された画素２０では、バックライト３からの照明光が液
晶表示素子２２において変調され、表示光として出射される。これにより、入力映像信号
Ｄinに基づく映像表示が、液晶表示装置１において行われる。この際、具体的には、１フ
レーム期間を２分割するＬサブフレーム期間およびＲサブフレーム期間において、Ｌサブ
フレーム期間には左眼用映像信号ＤＬに基づく左眼用映像、Ｒサブフレーム期間には右眼
用映像信号ＤＲに基づく右眼用映像がそれぞれ表示される。このようにして、左眼用映像
および右眼用映像が交互に表示されることにより時分割駆動による表示駆動動作がなされ
る。
【００３６】
（２．眼鏡制御動作）
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（２－１．基本動作）
　一方、眼鏡制御部４２は、映像信号処理部４１によるタイミング制御に従って、シャッ
ター眼鏡６に対し、所定の制御信号ＣＴＬを出力する。これにより、左眼用映像および右
眼用映像の表示切り替えに同期して、左眼用レンズ６Ｌおよび右眼用レンズ６Ｒの開閉動
作がなされる。
【００３７】
　具体的には、図３（Ａ）に示したように、Ｌサブフレーム期間には、制御信号ＣＴＬに
より、左眼用レンズ６Ｌを開状態、右眼用レンズ６Ｒを閉状態とし、左眼用映像に基づく
表示光ＬＬが左眼用レンズ６Ｌのみを透過するように、シャッター眼鏡６の制御を行う。
一方、図３（Ｂ）に示したように、Ｒサブフレーム期間には、制御信号ＣＴＬにより、右
眼用レンズ６Ｒを開状態、左眼用レンズ６Ｌを閉状態とし、右眼用映像に基づく表示光Ｌ
Ｒが右眼用レンズ６Ｒのみを透過するように、シャッター眼鏡６の制御を行う。
【００３８】
　上記のように、液晶表示装置１では、Ｌサブフレーム期間に左眼用映像、Ｒサブフレー
ム期間に右眼用映像をそれぞれ表示し、シャッター眼鏡６では、Ｌサブフレーム期間には
左眼用レンズ６Ｌを開状態、Ｒサブフレーム期間には右眼用レンズ６Ｒを開状態とする。
液晶表示装置１の表示画面を、観察者がシャッター眼鏡６をかけて観察することにより、
左眼用映像を左眼、右眼用映像を右眼で見ることができる。これらの左眼用映像と右眼用
映像との間には視差があるため、観察者７には奥行きのある立体的な映像として認識され
る。
【００３９】
（２－２．開期間タイミング制御動作）
　ここで本実施の形態では、眼鏡制御部４２は、上記のような眼鏡制御動作において、シ
ャッター眼鏡６における開期間のタイミング（開始時期）を変更可能に制御する。この際
、具体的には、眼鏡制御部４２は、シャッター眼鏡６における開期間のタイミングを、例
えば連続する右眼用映像と左眼用映像との間の視差量に基づいて、例えばフレーム毎にそ
の都度設定する（変化させる）。以下、このシャッター眼鏡６における開期間のタイミン
グ制御動作について詳細に説明する。
【００４０】
（比較例）
　まず、図４（Ａ）～（Ｃ）を参照して、比較例に係る眼鏡制御動作について説明する。
図４（Ａ）～（Ｃ）は、画面上部、画面中央部および画面下部における輝度比と、シャッ
ター眼鏡における左眼用レンズの開期間Ｔo(L)、閉期間Ｔc(L)（斜線部分）とについて表
したものである。また、画面上部、画面中央部および画面下部のそれぞれにおいて、左眼
用映像として０階調、右眼用映像として２５５階調に対応する映像電圧をそれぞれ書き込
む場合を例に挙げる。この比較例に係る眼鏡制御動作では、開期間Ｔo(L)のタイミングが
、固定値として予め設定されており、製品として出荷後は変更することができないように
なっている。
【００４１】
　ところが、画面の上部から下部に向かって線順次で映像信号の書き込みを行う場合、走
査方向に沿った各位置によってその書き込みタイミングが異なるため、表示画面では、そ
の画面内の位置によって目標輝度（所望の輝度）に達するまでに時間的なずれが生じる。
ここで、比較例では、開期間Ｔo(L)のタイミングが、例えば画面中央部を基準として（即
ち図４（Ｂ）に示したように画面中央部において目標輝度を表示し得るように）、固定値
として予め設定されている。この場合、画面中央部ではクロストークが低減されるものの
、この画面中央部よりも書き込みタイミングの早い（走査開始位置に近い）画面上部や、
書き込みタイミングの遅い（走査終了位置に近い）画面下部では、クロストーク（Ｘ）が
生じる。具体的には、画面上部では、現在表示中の左眼用映像に、次に表示対象となる右
眼用映像一部が漏れ込み、画面下部では、現在表示中の左眼用映像に、一つ前に表示して
いた右眼用映像の一部が漏れ込んでしまう。
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【００４２】
　即ち、上記比較例のように、シャッター眼鏡の開期間のタイミングが固定である場合に
は、表示画面において局部的にクロストークが発生してしまう。言い換えると、画面内の
位置によって、クロストークを抑制するための最適なシャッター眼鏡の開期間のタイミン
グやdutyが異なるのである。尚、このようなクロストークは特に、液晶の応答速度が不足
している場合や、シャッター眼鏡におけるコントラストが不足している場合に発生し易く
なる。
【００４３】
（視差量に基づく開期間タイミング変更動作）
　続いて、本実施の形態に係る開期間タイミング変更動作について図５～図７を参照して
説明する。図５（Ａ），（Ｂ）は、１フレーム期間内に表示される左眼用映像と右眼用映
像とを重ね合わせた概念図および視差量のプロファイルを表すものである。尚、以下では
、タイミング変更前の初期状態として、画面中央部を基準にして開期間のタイミングを設
定している状態を例に挙げて説明を行う。
【００４４】
　本実施の形態では、眼鏡制御部４２は、シャッター眼鏡６における開期間のタイミング
を、例えば連続する右眼用映像と左眼用映像との間の視差量に基づいて、例えばフレーム
毎に変化させる。具体的には、画面走査方向に沿って検出した視差量のプロファイルに基
づき、視差量が最大となる位置においてクロストークが最小となるように開期間のタイミ
ングを合わせる。例えば、画面中央部を基準としてタイミングが設定されている場合には
、次のようにしてタイミングを変化させる。即ち、視差量の最大となる位置が、画面中央
部よりも走査開始位置に近い場合にはタイミングをより速くするように変化させ、画面中
央部よりも走査終了位置に近い場合にはタイミングをより遅くなるように変化させる。
【００４５】
　例えば図５（Ａ）に示したように、立体映像として、画面上部に絵柄Ｐ１（左眼用の絵
柄Ｐ１Ｌ，右眼用の絵柄Ｐ１Ｒ）、画面中央下部に絵柄Ｐ２（左眼用の絵柄Ｐ２Ｌ，右眼
用の絵柄Ｐ２Ｒ）をそれぞれ表示する場合、視差量のプロファイルは、例えば図５（Ｂ）
に示したようになる。この結果、画面内の絵柄Ｐ２に対応する部分における視差量（絵柄
Ｐ２Ｌと絵柄Ｐ２Ｒとの間の視差量）が最大となるため、例えば図５（Ｂ）中に示したＡ
の位置においてクロストークが最小となるように開期間のタイミングを合わせる。
【００４６】
　このように、１フレーム期間内に時分割で表示される左眼用映像および右眼用映像は、
互いに視差を有し、その視差量は、表示される絵柄に応じて画面内の位置毎に異なる。ま
た、視差の大きい位置では、視差の小さい位置に比べてクロストークが目立ち易い。従っ
て、上記のように左眼用映像と右眼用映像との間の視差量のプロファイルに基づき、視差
量が最大となる位置を基準として開期間のタイミングを変化させることにより、クロスト
ークがより目立ち易い箇所においてクロストークを効果的に抑制することができる。即ち
、シャッター眼鏡６の開期間のタイミングを最適化して、表示画面全体としての印象を良
くすることができる。
【００４７】
　尚、上記のような左眼用映像と右眼用映像との間の視差量のプロファイルの検出は、例
えば映像信号処理部４１において行うことができる。この際、例えば、左眼用映像および
右眼用映像間で対応点マッチングを行うことにより、視差量を検出する。
【００４８】
　以上のように本実施の形態では、眼鏡処理部４２において、シャッター眼鏡６の開期間
のタイミングを、左眼用映像と右眼用映像との間の視差量に基づいて変化させるようにし
たので、表示映像の絵柄等に応じて開期間のタイミングを最適化することができる。よっ
て、映像内容に応じてクロストークを効果的に抑制することが可能となる。
【００４９】
＜第２の実施の形態＞
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　次に、本発明の第２の実施の形態の映像表示システムについて説明する。尚、上記第１
の実施の形態と同様の構成要素については、同一の符号を付し、適宜説明を省略する。
【００５０】
　本実施の形態の映像表示システムでは、上記第１の実施の形態の映像表示システムと同
様の構成要素を有するが、眼鏡制御部４２において、上記第１の実施の形態とは異なる開
期間のタイミング制御動作を行う。即ち、上記第１の実施の形態では、開期間のタイミン
グを、左眼用映像と右眼用映像との間の視差量に基づいて変更するが、本実施の形態では
、左眼用映像と右眼用映像とのコントラスト（以下、ＬＲコントラストという）に基づい
て変更する。
【００５１】
　具体的には、画面走査方向に沿って検出したＬＲコントラストのプロファイルに基づき
、それが最大となる位置においてクロストークが最小となるように開期間のタイミングを
合わせる。例えば、このとき、画面中央部を基準としてタイミングが設定されていた場合
には、次のようにしてタイミングを変化させる。即ち、ＬＲコントラストの最大となる位
置が、画面中央部よりも走査開始位置に近い場合にはタイミングをより速くするように変
化させる。逆に、画面中央部よりも走査終了位置に近い場合には、タイミングをより遅く
なるように変化させる。尚、ＬＲコントラストは、例えば映像信号処理部４１において検
出することができる。この際、具体的には、同一画素における左眼用映像および右眼用映
像の階調から、ＬＲコントラスト（ＣＲ）を算出する。このＣＲは、例えば、左眼用映像
および右眼用映像の階調の大きい方をＧhigh、小さい方をＧlowとして、以下の式（Ａ）
あるいは式（Ｂ）を用いて算出する。但し、ＬＲコントラストの計算式は、このような式
（Ａ），（Ｂ）に限定されず、様々な計算式を用いることができる。
ＣＲ＝（Ｇhigh－Ｇlow）／（Ｇhigh＋Ｇlow） ………（Ａ）
ＣＲ＝Ｇhigh／Ｇlow ………（Ｂ）
【００５２】
　ここで、画面内において、ＬＲコントラストが高い位置では、ＬＲコントラストが低い
位置に比べ、目標輝度に到達するまでに時間がかかり、特に液晶の応答速度が不足してい
る場合にクロストークが生じ易くなる。従って、上記第１の実施の形態における視差量に
基づくタイミング制御と同様、ＬＲコントラストについても画面走査方向において最大と
なる位置を基準として開期間のタイミングを変化させることにより、より効果的にクロス
トークを抑制することができる。
【００５３】
　一例として、図６（Ａ）～（Ｃ）に、タイミング変更前の、画面上部、画面中央部およ
び画面下部における輝度比と、シャッター眼鏡６における左眼用レンズ６Ｌの開期間Ｔo(
L)、閉期間Ｔc(L)（斜線部分）とを示す。また、図７（Ａ）～（Ｃ）に、タイミング変更
後の、画面上部、画面中央部および画面下部における輝度比と、シャッター眼鏡６におけ
る左眼用レンズ６Ｌの開期間Ｔo(L)、閉期間Ｔc(L)（斜線部分）とを示す。これらの例で
は、画面上部において画面中央部および画面下部によりもＬＲコントラストが高くなって
いる。例えば、画面上部では、左眼用映像として０階調、右眼用映像として２５５階調に
対応する映像電圧を、画面中央部および下部では、左眼用映像として１２８階調、右眼用
映像として１９２階調に対応する映像電圧をそれぞれ書き込む場合を例に挙げている。
【００５４】
　図６（Ａ）～（Ｃ）に示したように、開期間Ｔo(L)が、画面中央部を基準として設定さ
れたタイミングｔ１(L)で設定されている場合に、画面上部においてＬＲコントラストが
最大となると、画面上部においてクロストークＸが発生し易い（目立ち易い）。そこで、
このような場合には、図７（Ａ）～（Ｃ）に示したように、タイミングｔ１(L)よりも早
いタイミングｔ２(L)に変化させることにより、画面上部におけるクロストークを抑制す
る。尚、このタイミングの変更により、画面下部では変更前に比べてクロストークが大き
くなることもあるが、画面下部では、画面上部よりもＬＲコントラストが低いため、クロ
ストークが目立ちにくい。よって、ＬＲコントラストに基づいて、シャッター眼鏡６の開
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期間のタイミングを変化させることにより、クロストークを効果的に抑制することができ
る。
【００５５】
　以上のように、本実施の形態では、シャッター眼鏡６の開期間のタイミングを、左眼用
映像と右眼用映像との間のコントラストに基づいて変化させるようにしたので、表示映像
の絵柄等に応じて開期間のタイミングを最適化することができる。よって、上記第１の実
施の形態と同等の効果を得ることができる。
【００５６】
＜変形例１＞
　次に、上記第２の実施の形態の変形例（変形例１）について説明する。なお、上記第１
および第２の実施の形態と同様の構成要素については、同一の符号を付し、適宜説明を省
略する。
【００５７】
　上記第２の実施の形態では、眼鏡制御部４２において、ＬＲコントラストに基づいてシ
ャッター眼鏡６における開期間のタイミングを変化させたが、本変形例では、ＬＲコント
ラストに基づいて開期間のDutyを変化させる。具体的には、１画面全体におけるＬＲコン
トラストの統計値、例えば平均値や総和を検出し、それに応じて開期間のDutyを変化させ
る。尚、ＬＲコントラストの統計値は、例えば映像信号処理部４１において検出すること
ができる。
【００５８】
　一例として、図８（Ａ）～（Ｃ）に、Duty変更前の、画面上部、画面中央部および画面
下部における輝度比と、シャッター眼鏡６における左眼用レンズ６Ｌの開期間Ｔo(L)、閉
期間Ｔc(L)（斜線部分）とを示す。また、図９（Ａ）～（Ｃ）に、Duty変更後の、画面上
部、画面中央部および画面下部における輝度比と、シャッター眼鏡６における左眼用レン
ズ６Ｌの開期間Ｔo(L)、閉期間Ｔc(L)（斜線部分）とを示す。これらの例では、画面全体
においてＬＲコントラストが高く、例えば、画面上部、画面中央部および画面下部のいず
れにおいても、左眼用映像として０階調に対応する映像電圧、右眼用映像を２５５階調に
対応する映像電圧がそれぞれ書き込まれる。
【００５９】
　このように、特に画面全体が高ＬＲコントラストの場合には、開期間のDutyを小さくす
ることが望ましい。即ち、開期間のDutyが所定の長さ（Duty１）に設定されている場合に
、画面全体が高ＬＲコントラストの映像表示を行う場合（図８（Ａ）～（Ｃ））、図９（
Ａ）～（Ｃ）に示したように、開期間のDutyをより短くする（Duty２）。これにより、画
面全体においてクロストークを抑制することができる。
【００６０】
　尚、ここでは、画面全体が高ＬＲコントラストである場合に、開期間のDutyをより短く
する場合を例に挙げて説明したが、逆に画面全体が低ＬＲコントラストである場合には、
開期間のDutyをより長くするように変化させればよい。低ＬＲコントラストの場合、クロ
ストークが目立ちにくいため、Dutyをより長く変更して、その分表示輝度を高めることも
できる。即ち、特に画面全体が同等なＬＲコントラストである場合には、本変形例のよう
にDutyを変化させることが望ましく、画面の位置によってＬＲコントラストに差がある場
合には、上記第２の実施の形態のように開期間のタイミングを変化させることが望ましい
。また、開期間のタイミングとDutyとの両方を変化させて、クロストークを抑制しつつ所
望の輝度を確保することも可能である。更に、上記第１の実施の形態における視差量と、
上記第２の実施の形態および変形例１におけるＬＲコントラストとを複合的に用いて、タ
イミングやDutyを設定することにより開期間を最適化してもよい。
【００６１】
　また、上述したようにフレーム毎にその都度、左右の視差量やコントラストを検出して
、開期間のタイミングやDutyを変化させてもよいが、必ずしもフレーム毎でなくともよい
。例えば、相関性の高い（絵柄が似ている）連続する複数のフレームの組毎に、タイミン
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グやDutyを変化させるようにしてもよい。
【００６２】
　更に、上記変形例１では、ＬＲコントラストに基づいて開期間のDutyを変化させるよう
にしたが、ＬＲコントラストに限らず、上述した視差量に基づいて、Dutyを変化させるよ
うにしてもよい。視差量を用いる場合も、ＬＲコントラストの場合と同様、画面全体にお
ける統計値（平均値、総和等）を求め、この統計値に基づいて開期間のDutyを変更すれば
よい。具体的には、視差量の統計値が小さい場合にはDutyがより長く、大きい場合にはDu
tyがより短くなるように変更する。
【００６３】
＜変形例２，３＞
　次に、本発明の変形例（変形例２，３）について説明する。なお、以下では、上記第１
および第２の実施の形態と同様の構成要素については、同一の符号を付し、適宜説明を省
略する。上記第１および第２の実施の形態および変形例１では、表示対象となる映像の視
差量やＬＲコントラストに基づいて、映像内容（絵柄等）に応じてシャッター眼鏡６の開
期間のタイミングやDutyを変更するようにしたが、変更手段はこれに限定されない。
【００６４】
（変形例２）
　例えば、外部からの入力信号、具体的には表示映像の観察者（ユーザ）等の指令に応じ
て入力される入力信号に基づいて、開期間のタイミングやDutyを変更できるような機構を
設けてもよい。
【００６５】
　この場合、例えばタイミングおよびDutyを任意に変更可能としてもよいし、あるいは数
種類のプリセット（ノーマル、ダイナミック等）を予め設定しておき、これらのプリセッ
トの中からユーザが選択できるようにしておいてもよい。また、このようなタイミングお
よびDutyの変更（選択）時に、調整用映像を表示するようにしてもよい。
【００６６】
　ここで、開期間のDutyの変更は、明るさとクロストークとのトレードオフを伴う。また
、クロストークは右眼用映像の階調と左眼用映像の階調によって異なるため、調整用映像
としては、様々な階調の組み合わせがあることが望ましい。また、開期間のタイミングを
変更する際には、そのタイミングが画面内のどの位置に合っているかを認識できるとよい
。このため、調整用映像は画面走査方向（垂直方向、縦方向）に対しては変化しないもの
、あるいは規則的なパターンを繰り返すものが望ましい。
【００６７】
　上記のような要求を満たす調整用映像（画像）の一例を図１０（Ａ），（Ｂ）に示す。
この調整用映像では、例えば複数の立方体を２次元配列させた構成において、奇数行（Ａ
１，Ａ２，Ａ３）が観察者側（手前側）、偶数行（Ｂ１，Ｂ２）が奥側にそれぞれ飛び出
して見えるように、右眼用映像および左眼用映像に視差を持たせている。また、水平方向
（横方向）に沿って異なる階調の立方体が並べられており、これにより様々な階調の組み
合わせを実現している。一方、画面走査方向（垂直方向、縦方向）には同一階調の立方体
が並べられており、これによりタイミングが画面内のどの位置に合っているかを認識し易
くなる。
【００６８】
　以上のように、外部からの入力信号に基づいて、開期間のタイミングやDutyを変更可能
とすることにより、ユーザの多様な要望に応じて、開期間のタイミングやDutyを変化させ
ることができる。例えば、Dutyの変更により、トレードオフの関係にある明るさとクロス
トークとの加減を調節したり、開期間のタイミングを画面内の任意の位置に合わせること
ができる。また、タイミングやDutyの変更時に、上記のような調整用映像を表示すること
により、ユーザは所望のタイミングやDutyを視覚的に判断することができ、これにより変
更が容易となる。よって、映像内容や使用状況に応じて、クロストークを抑制することが
可能となる。
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【００６９】
（変形例３）
　また、眼鏡制御部４２が、パネル温度の変化に応じて、シャッター眼鏡６の開期間のDu
tyを変化させるようにしてもよい。この場合、具体的には、パネル温度が低温である場合
にはDutyをより短く変化させ、パネル温度が高温である場合にはDutyをより長く変化させ
る。パネル温度が低温である場合、液晶の応答速度が遅くなりクロストークが生じ易く（
目立ち易く）なるが、パネル温度が高温である場合には、液晶の応答速度が速くなりクロ
ストークが生じにくく（目立ちにくく）なるためである。液晶パネルでは、電源をオン状
態とした直後は冷たいが、時間が経つにつれてパネル温度が上昇していくので、その温度
変化に応じてDutyを変化させることが効果的である。但し、実際には、装置使用中にパネ
ル温度を直接測定することが困難であることが多いため、装置内温度（機内温度）を測定
して、この装置内温度に基づいて、Dutyを変化させる。
【００７０】
＜変形例４＞
　図１１は、本発明の変形例４に係る映像表示システム（マルチビューシステム）におけ
る映像表示動作の概要を模式的に表したものである。本変形例では、これまで説明した立
体映像表示動作の代わりに、複数人の観察者（ここでは、２人の観察者）に対し、互いに
異なる複数（ここでは、２つ）の映像を個別に表示させることを可能とする映像表示動作
を行う。
【００７１】
　本変形例のマルチビューシステムでは、１人目の観察者に対応する第１の映像信号に基
づく第１の映像と、２人目の観察者に対応する第２の映像信号に基づく第２の映像とが、
時分割で交互に表示される。即ち、これまでは、シャッター眼鏡６における左眼用レンズ
６Ｌおよび右眼用レンズ６Ｒ毎にそれぞれ対応する左眼用映像および右眼用映像が表示さ
れるのに対し、本変形例では、観察者（ユーザ）毎にそれぞれ対応する複数の映像が表示
される。
【００７２】
　具体的には、図１１（Ａ）に示したように、第１の映像Ｖ１の表示期間においては、制
御信号ＣＴＬ１により、観察者７１が用いるシャッター眼鏡６１において、右眼用レンズ
６Ｒおよび左眼用レンズ６Ｌの双方が開状態となっている。また、制御信号ＣＴＬ２によ
り、観察者７２が用いるシャッター眼鏡６２において、右眼用レンズ６Ｒおよび左眼用レ
ンズ６Ｌの双方が閉状態となっている。即ち、観察者７１のシャッター眼鏡６１では、第
１の映像Ｖ１に基づく表示光ＬＶ１を透過させ、観察者７２のシャッター眼鏡６２では、
この表示光ＬＶ１を遮断させる。
【００７３】
　一方、図１１（Ｂ）に示したように、第２の映像Ｖ２の表示期間においては、制御信号
ＣＴＬ２により、観察者７２が用いるシャッター眼鏡６２において、右眼用レンズ６Ｒお
よび左眼用レンズ６Ｌの双方が開状態となっている。また、制御信号ＣＴＬ１により、観
察者７１が用いるシャッター眼鏡６１において、右眼用レンズ６Ｒおよび左眼用レンズ６
Ｌの双方が閉状態となっている。即ち、観察者７２のシャッター眼鏡６２では、第２の映
像Ｖ２に基づく表示光ＬＶ２を透過させ、観察者７１のシャッター眼鏡６１では、この表
示光ＬＶ２を遮断させる。
【００７４】
　このような状態が時分割で交互に繰り返されることにより、２人の観察者７１，７２は
、互いに異なる映像（映像Ｖ１，Ｖ２）を個別に観察することが可能となる。
【００７５】
　上記のようなマルチビューシステムにおいても、上記実施の形態等で説明したようなシ
ャッター眼鏡６１，６２における各開期間のタイミングおよびDutyを変化させることによ
り、上記実施の形態等と同等の効果を得ることができる。
【００７６】
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　尚、本変形例では、２人の観察者において互いに異なる２つの映像を個別に観察する場
合について説明したが、３人以上の観察者において互いに異なる３つ以上の映像を個別に
観察する場合にも、本発明を適用することが可能である。また、映像の数とシャッター眼
鏡の数は必ずしも同数となっていなくともよい。即ち、ある１つの映像に対応して開閉動
作を行うシャッター眼鏡を複数個用意し、１つの映像を複数人の観察者で観察するように
してもよい。
【００７７】
　以上、実施の形態および変形例を挙げて本発明を説明したが、本発明はこれらの実施の
形態等に限定されず、種々の変形が可能である。例えば、上記実施の形態等では、表示装
置の一例として、液晶素子を用いた液晶表示装置を挙げて説明したが、本発明は他の種類
の表示装置にも適用可能である。例えばＰＤＰ（Plasma Display Panel）や有機ＥＬ（El
ectro Luminescence）ディスプレイなどを用いた表示装置にも適用可能である。
【００７８】
　また、上記実施の形態等では、タイミング（あるいはDuty）変更前の初期状態として、
画面中央部を基準にしてタイミング等を設定している状態を想定して説明したが、本発明
は、このような初期状態からの変更に限られるものではない。即ち、本発明は、画面上の
任意の位置を基準にしてタイミング等が設定されている場合に適用可能である。
【００７９】
　更に、上記実施の形態等において説明した一連の処理は、ハードウェアにより行うこと
もできるし、ソフトウェアにより行うこともできる。一連の処理をソフトウェアによって
行う場合には、そのソフトウェアを構成するプログラムが、汎用のコンピュータ等にイン
ストールされるようになっている。このようなプログラムは、コンピュータに内蔵されて
いる記録媒体に予め記録してさせておくようにしてもよい。
【符号の説明】
【００８０】
　１…液晶表示装置、２…液晶表示パネル、２０…画素、２１…ＴＦＴ素子、２２…液晶
素子、２３…補助容量素子、３…バックライト、４１…映像信号処理部、４２…眼鏡制御
部、４３…タイミング制御部、５０…バックライト駆動部、５１…データドライバ、５２
…ゲートドライバ、６，６１，６２…シャッター眼鏡、６Ｌ…左眼用レンズ、６Ｒ…右眼
用レンズ、７，７１，７２…観察者（ユーザ）、７Ｌ…左眼、７Ｒ…右眼、Ｄin（ＤＬ，
ＤＲ），Ｄ１…映像信号、ＣＴＬ，ＣＴＬ１，ＣＴＬ２…制御信号、Ｄ…データ線、Ｇ…
ゲート線、Ｃｓ…補助容量線、Ｌ…左眼用映像、Ｒ…右眼用映像、Ｖ１，Ｖ２…映像、Ｔ
o(L)…開期間、Ｔc(L)…閉期間。
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